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会社概要

株主メモ

商号
創業
設立
資本金
役員

従業員数

タキヒヨー株式会社
宝暦元年（1751年）5月
大正元年（1912年）11月15日
36億2,225万円

626名 〈 男369名 女257名 〉

代表取締役会長
代表取締役社長
常務取締役
常務取締役
常務取締役
取締役

滝　茂夫
滝　一夫
小関敏彦
武藤　篤
岡本　智
滝　祥夫

取締役
常勤監査役
常勤監査役 
監査役
監査役

喜多　勇
加藤佳彦
佐野　修
鷲野直久
末安 堅二

最新のIR情報はHPにてご覧いただけます。

平成24年8月末日現在

株式の諸手続きに関するお問い合わせ 株式のご所有状況によってお手続き窓口が異なります。

※支払期間経過後の配当金に関するお問い合わせは、三井住友信託銀行株式会社にお願いいたします。

株式の所有状況

証券会社等の口座をご利用の場合

「特別口座」に記録されている場合

お問い合わせ先

お取引の証券会社等

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

0120-782-031

事業年度
定時株主総会
単元株式数
基準日
株主名簿管理人・
特別口座管理機関

同事務取扱場所

公告の方法

証券コード
上場証券取引所

株主優待制度

3月1日から翌年2月末日
毎年5月
1,000株
定時株主総会の議決権 2月末日／期末配当金 2月末日／中間配当金 8月末日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

名古屋市中区栄三丁目15番33号　
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

電子公告の方法により行います。

9982
東京証券取引所市場第一部　名古屋証券取引所市場第一部

ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新
聞に掲載します。公告掲載URL http://www.takihyo.co.jp

2月末と8月末に1,000株以上保有の株主様に対して、オリジナル製品を贈呈させて
いただいております。今回8月末の株主優待の商品は、フレグランスキャンドル2個
セット（詳しくはP12、13をご覧ください）です。また、2月末日現在で、1,000株以上保
有の株主様の中から抽選で10名様に、50万円の旅行券を贈呈させていただきます。

※決算公告に代えて、貸借対照表、損益計算書はEDINET（金融商品取引法に基づく有価証券報
告書等の開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。



Message
く
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
で
も
進
展

し
て
い
ま
す
。

テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
は
従
来
の
生

地
中
心
か
ら
製
品
納
品
へ
と
主
軸
を

シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
在
庫
管

理
の
「
見
え
る
化
」
を
徹
底
し
た
こ

と
で
、
前
期
は
17
年
ぶ
り
の
黒
字
決

算
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
リ
テ
ー
ル
部
門
に
お
い

て
は
、
２
０
１
２
年
末
を
区
切
り
に
、

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
（
ア
ン
ク
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
ブ
ラ
ン
ド
と
の
提
携
を
解

消
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

１
９
７
５
年
か
ら
国
内
で
の
販
売

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
37
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
、
同
ブ
ラ
ン
ド
と
と
も

に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
好
不
況
に
関
わ
ら
ず
、

企
業
に
は
つ
ね
に
時
代
の
流
れ
を
読

み
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
決
断
が

必
要
で
す
。
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
と
の
提
携
解

消
は
、
さ
ら
に
世
界
へ
と
事
業
を
飛

躍
さ
せ
て
い
く
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と

捉
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
に
は
、

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
で
の
展
開
を
開
始

し
ま
す
。

タ
キ
ヒ
ヨ
ー
の
改
革
は
、
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

株
主
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
こ

れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

3 ..... Talk to
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グ
ロ
ー
バル
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を
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し

 
　
挑
戦
し
続
け
る
企
業
へ

人
を
い
か
し
、
広
い
視
野
の
も
と
で
事
業
改
革
を
す
る
。
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
は
着
実
に
飛
躍
し
て
い
ま
す

株
主
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
当

社
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
長
に
就
任
し
た
昨
年
春
に
、
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

社
員
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
事
業

の
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

従
来
の
常
識
に
固
執
す
る
こ
と
な

く
、
自
由
闊
達
な
発
想
で
、
大
胆
に

挑
戦
す
る
企
業
姿
勢
が
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
言
葉
に
は
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
６
０
年
を
超

え
る
社
歴
を
持
つ
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
を
、

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

体
質
に
変
え
て
い
く
に
は
、
社
員
の

誰
も
が
意
欲
的
に
挑
戦
で
き
る
企
業

風
土
が
不
可
欠
で
す
。

彼
ら
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
可
能

な
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
。
ど

れ
だ
け
人
に
投
資
で
き
る
か
が
、
今

後
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
市
場
に

挑
む
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
に
と
っ
て
、「
鍵
」

と
な
る
で
し
ょ
う
。

事
業
面
で
は
、
今
夏
は
猛
暑
が
続

い
た
こ
と
も
あ
り
、
春
夏
物
衣
料
は

好
調
な
売
れ
行
き
を
示
し
ま
し
た
。

ア
パ
レ
ル
部
門
で
は
単
品
ご
と
の

開
発
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
数
年
前

か
ら
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
提
案
や
上

下
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

戦
略
を
意
欲
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

点
か
ら
線
に
、
さ
ら
に
面
へ
。
そ

の
動
き
は
ア
パ
レ
ル
部
門
だ
け
で
な

「
人
へ
の
投
資
」で
企
業
体
質
の
強
化
を

さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
を
発
展
的
に
終
了

代
表
取
締
役
社
長
　
滝 

一
夫
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テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
が
手
が
け
る

商
品
は
、
百
貨
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

る
高
級
ブ
ラ
ン
ド
向
け
が
ほ
と
ん
ど
。

　
同
部
門
は
こ
れ
ま
で
、
１
人
の
営

業
が
同
じ
顧
客
を
長
年
に
わ
た
り
担

当
す
る
こ
と
で
、
強
い
信
頼
関
係
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
よ

り
深
い
層
ま
で
理
解
で
き
、
提
案
の

幅
も
広
い
と
言
い
ま
す
。

「
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
の
強
み
は
も
の
づ
く

り
の
経
験
が
豊
富
で
、
生
地
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
彩
な
こ
と
。
我
々

の
提
案
力
や
開
発
力
に
対
す
る
顧
客

か
ら
の
期
待
感
は
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
、
企
画
段

階
か
ら
商
品
づ
く
り
に
関
わ
り
、
協

業
で
最
終
商
品
ま
で
仕
上
げ
て
い
く

例
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
場
の
ニ
ー

ズ
を
先
取
り
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の

高
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
素
材
・
商
品
を

提
案
で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
ね
」（
小
林
部
長
）

テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
は
、
こ
れ
ま

で
ウ
ー
ル
系
素
材
で
の
経
験
が
多

く
、
秋
冬
物
衣
料
で
実
績
を
上
げ
て

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
に
対
す
る

期
待
に
応
え
る

枠を超えた  提案力で市場を変えるテキスタイル部門は黒字転換へ。
営業方法、組織再編、業務の見直しにより、
新たな成果が出始めています

第
4
営
業
部

テ
キ
ス
タ
イ
ル
営
業
部
部
長

小
林 

元
志
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ア
パ
レ
ル
部
門
、
リ
テ
ー
ル
（
小

売
）
部
門
と
と
も
に
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー

が
掲
げ
る
事
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
グ

ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
推
進
す

る
中
核
が
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
で

す
。本

来
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
事
業
は
洋

服
に
使
わ
れ
る
糸
や
生
地
を
企
画
提

案
し
、
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

顧
客
に
「
素
材
」
を
提
供
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
。
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
は
こ
れ
ま
で
、

付
加
価
値
が
高
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

富
ん
だ
新
素
材
を
ア
パ
レ
ル
市
場
に

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
で
従
来
の

業
態
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
第
4
営
業
部
テ
キ
ス
タ
イ
ル

営
業
部
部
長
・
小
林
元
志
は
次
の
よ

う
に
説
明
し
ま
す
。

「
糸
や
生
地
に
加
え
て
、
洋
服
、
雑

貨
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
新
商
品

を
提
案
す
る
動
き
が
今
は
主
流
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
5
年
程
前
か
ら
、

取
引
先
の
要
望
に
お
応
え
し
て
、
婦

人
服
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
業
務
を
開

始
。
そ
れ
が
軌
道
に
乗
り
、
現
在
で

は
〝
素
材
〞
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、

婦
人
服
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
を
含
め
た

〝
製
品
〞で
提
案
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

営
業
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
」

事
業
の
柱
は
生
地
販
売
に
お
き
つ

つ
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

委
託
生
産
）
や
Ｏ
Ｄ
Ｍ
（
相
手
先
ブ

ラ
ン
ド
企
画
生
産
）
な
ど
製
品
（
衣

料
）
で
の
受
注
・
納
品
が
急
成
長
し
、

売
り
上
げ
の
3
〜
4
割
を
占
め
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

生
地
か
ら
洋
服
ま
で

幅
広
く
提
案

枠を超えた  提案力で市場を変える
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Textile

販
売
戦
略
を
練
る
。
商
品
の
企
画
開

発
に
は
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
と
し

て
は
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
に

予
測
が
当
た
っ
た
と
き
の
手
応
え
が

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
醍
醐
味
を
感
じ

て
い
ま
す
」（
小
林
部
長
）

今
後
は
、
既
存
顧
客
へ
の
提
案
だ

け
で
な
く
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
で
は

百
貨
店
向
け
商
品
の
扱
い
が
多
い
で

す
が
、
量
販
店
向
け
を
主
に
扱
う
ア

パ
レ
ル
部
門
と
の
連
携
に
も
期
待
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
益
体
制
を
強
化
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
精
度
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
販
売
拡
大
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

管
理
を
一
元
化
し
、
こ
れ
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
よ
り
収
益
性
を
重
視
し

た
体
制
整
備
が
実
現
。
在
庫
コ
ス
ト

が
削
減
で
き
ま
し
た
」（
小
林
部
長
）

素
材
か
ら
洋
服
へ
。
扱
う
商
品
の

幅
が
増
え
た
こ
と
で
テ
キ
ス
タ
イ
ル

部
門
が
担
う
守
備
範
囲
も
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

従
来
の
市
場
調
査
で
は
素
材
の
産

地
（
仕
入
れ
先
）
の
動
き
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
が
主
で
し
た
が
、
現
在

は
小
売
市
場
の
売
れ
筋
や
現
状
を
分

析
し
、
次
の
ト
レ
ン
ド
を
読
む
役
割

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
た
と
え
ば
、
他
の
商
社
が
扱
っ
て

い
な
い
先
染
め
の
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
人

気
が
出
る
と
先
読
み
し
て
、
提
案
し
、

天然素材とシンセティック（合
成繊維）を様々に組み合わせた
ハイブリッド・テクスチャーは、
微妙な色変化や陰影を生み、こ
れまでになかった着心地と風合
いを実現しています。

キーワードは、進化した

Hybrid Textured

新
規
顧
客
開
拓
＆

ア
パ
レ
ル
部
門
と
の
連
携
も
視
野
に

7 ..... Talk to

Textile
き
ま
し
た
。

現
在
、
と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
春
夏
物
衣
料
の
主
流
と
な
る

綿
合
繊
系
素
材
の
分
野
で
す
。
セ
ル

ロ
ー
ス
繊
維
を
使
っ
て
質
感
を
高
め

た
複
合
材
料
や
、
柔
ら
か
な
風
合
い

に
仕
上
げ
た
デ
ニ
ム
ダ
ン
ガ
リ
ー
な

ど
新
た
な
素
材
の
提
案
を
強
化
。

ま
た
、
軽
さ
や
上
質
感
を
狙
っ
た

サ
マ
ー
ツ
イ
ー
ド
な
ど
、
糸
や
組
織

で
表
情
を
加
え
る
素
材
づ
く
り
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。

営
業
面
で
の
動
き
が
活
発
化
す
る

一
方
で
、
組
織
面
や
業
務
面
で
の
改

革
も
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

従
来
、
同
部
門
で
は
営
業
担
当
者

自
ら
が
生
産
準
備
の
手
配
な
ど
の
業

務
を
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
5
年
前
に
生
産
統
括
課

を
新
設
。
営
業
、
生
産
の
役
割
を
明

確
に
分
離
し
、
生
産
統
括
課
が
生
産

関
連
の
業
務
を
一
手
に
担
う
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
庫
素
材
の
管
理
方
法

も
一
新
し
ま
し
た
。

組
織
＆
業
務
面
の

改
革
に
よ
る
成
果
も

「
従
来
は
部
内
の
チ
ー
ム
や
担
当
者

ご
と
に
在
庫
品
を
個
別
に
管
理
す
る

こ
と
が
多
く
、
仕
入
れ
・
調
達
、
在

庫
管
理
に
ロ
ス
が
多
か
っ
た
。
在
庫

今
シ
ー
ズ
ン
は
「
カ
ラ
ー
」
を
重
要
視
。
イ
ン
デ
ィ
ゴ

ブ
ル
ー
や
、
ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
、
ラ
イ
ム
グ
リ
ー
ン
な

ど
、
洗
練
さ
れ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
を
実
現
。

シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
向
け
に
使
用
さ
れ
る
、テ
ン
セ
ル
・

キ
ュ
プ
ラ
な
ど
の
セ
ル
ロ
ー
ス
繊
維
。
麻
複
合
な
ど
に

す
る
こ
と
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
表
情
に
。
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Topics

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
で
の
経
験
を
糧
に
、新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
で
の
経
験
を
糧
に
、新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を

タ
キ
ヒ
ヨ
ー
は
１
９
７
３
年
、
米

国
の
婦
人
服
ブ
ラ
ン
ド
、
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ

（A
N
N
E
 K
LE
IN
 N
E
W
 Y
O
R
K

）

に
資
本
参
加
し
、
１
９
７
５
年
か
ら

日
本
で
の
販
売
を
開
始
。
以
来
37
年

間
に
わ
た
っ
て
、
商
品
開
発
・
販
売

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
２

年
末
を
も
っ
て
提
携
を
解
消
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
は
、
高
級
感
と
上
品
さ

を
合
わ
せ
も
つ
ブ
ラ
ン
ド
で
、
一
時

は
業
績
が
低
迷
し
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
２
０
１
０
年
か
ら
商
品
構

成
を
大
胆
に
一
新
。
原
点
に
立
ち
返

り
、「
働
く
女
性
の
た
め
の
エ
レ
ガ

ン
ト
な
装
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
再
構
築
し
た
結

果
、
業
績
は
改
善
。
今
で
は
主
要
都

市
に
あ
る
大
手
百
貨
店
に
29
店
を
出

店
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
と
の
提
携
解
消
は
、
世

界
の
市
場
へ
と
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
が
挑
戦

す
る
た
め
の
布
石
で
あ
り
、
発
展
的

な
終
了
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
同

ブ
ラ
ン
ド
を
通
じ
て
、
商
品
づ
く

り
、
小
売
戦
略
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

な
ど
、
多
く
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、

２
０
１
２
年
か
ら
は
、
欧
州
発
の
高

級
婦
人
服
ブ
ラ
ン
ド
と
ラ
イ
セ
ン
ス

提
携
す
る
こ
と
を
予
定
。

新
ブ
ラ
ン
ド
で
は
日
本
市
場
だ
け

で
な
く
、
将
来
は
北
米
な
ど
の
海
外

市
場
に
も
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
構

想
で
す
。
Ａ
Ｋ
Ｎ
Ｙ
に
続
く
、
新
ブ

ラ
ン
ド
の
展
開
に
、
是
非
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

9 ..... Talk to

テ
キ
ス
タ
イ
ル
部
門
の
も
っ
と
も
重

要
な
情
報
発
信
の
場
が
、
展
示
会
で
す
。

現
在
、
同
部
門
で
は
ア
パ
レ
ル
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
取
引
先
を
対
象
に
、
年
6

回
の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
7
月
に
は
、
２
０
１
３
年
春
夏
物
の

展
示
会
を
東
京
支
店
で
実
施
。1

日
で

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
20
数
社
が
来
場

し
、
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

商
品
づ
く
り
の
流
れ
で
は
、
展
示
会

で
の
商
談
で
詳
細
を
詰
め
た
後
、
顧
客

が
生
地
を
決
め
て
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
が
製

品
（
洋
服
）
と
し
て
納
め
る
ケ
ー
ス
が

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
本
の
糸
、
一
枚
の
生
地
に
も
、
生

地
の
風
合
い
や
織
り
方
、
染
色
方
法
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
幅
広
い
知

識
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
13
年
春
夏

物
向
け
で
は
、
天
然
素
材
と
合
繊
と
の

複
合
素
材
、
夏
向
け
の
機
能
性
素
材
を

は
じ
め
多
彩
な
素
材
を
新
開
発
。
新
素

材
の
一
例
で
は
、「
皮
革
を
糸
状
に
切
っ

て
、
手
織
り
し
た
生
地
」「
帆
布
に
本

革
の
型
押
し
を
施
し
た
素
材
」「
美
濃

和
紙
を
生
地
に
仕
立
て
た
素
材
」
な
ど

に
注
目
が
。
婦
人
服
市
場
の
最
前
線
で
、

新
た
な
流
行
を
創
造
す
る
テ
キ
ス
タ
イ

ル
部
門
。
メ
ー
カ
ー
担
当
者
と
の
活
発

な
意
見
交
換
や
商
談
に
よ
っ
て
、
次
の

ト
レ
ン
ド
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

企
画
開
発
ブ
ー
ス
は
大
盛
況

高
品
質
な
素
材
開
発
に
期
待

展示会を通じて
積極的に情報発信

本革かと見間違うかのような表情が特徴の鞄。綿素
材に型押しを施してあるため、非常に軽く実用的。
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Topics
格
よ
り
も
高
め
に
設
定
。
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
、
ベ
ビ
ー
服
チ

ェ
ー
ン
店
な
ど
で
の
店
頭
販
売
が
中

心
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
を
含
む

通
販
に
よ
る
売
上
も
増
え
て
お
り
、

3
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
場
で
の
認
知
度
が
少
し
ず
つ
浸

透
し
て
き
た
現
在
は
、
乳
児
サ
イ
ズ

仕
様
の
「JILL M

A
R
IE
 C
H
IB
I

」、

プ
チ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
装
い
の
「JILL 

M
A
R
IE
 H
IM
E

」
へ
と
展
開
中
で

す
。商

品
づ
く
り
で
は
、
マ
マ
世
代
に

人
気
が
あ
る
通
販
雑
誌
「
赤
す
ぐ
」

（
リ
ク
ル
ー
ト
発
行
、
隔
月
刊
）
と

協
力
し
、
毎
号
の
紙
面
を
通
じ
て
商

品
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

一
見
ト
ッ
プ
ス
と
ボ
ト
ム
ス
が
別
々
で
あ
る
か
の
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
は
、「
お
腹
が
出
な
い
で
欲
し
い
」
と
い

う
マ
マ
か
ら
の
要
望
で
誕
生
。

「
マ
マ
の
リ
ア
ル
な
声
」
を
反
映
す

る
た
め
、
雑
誌
編
集
部
と
合
同
で
年

2
回
、
読
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
。
そ
の
場
で
出
た
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
参
考
に
し
て
、
商
品
づ
く
り
に

い
か
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
「
赤
す
ぐ
」
と
協
力
。

消
費
者
の
「
声
」
を
い
か
す

「
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
直
接
話
を

聞
き
活
用
す
る
動
き
は
、
ベ
ビ
ー
服

部
門
で
は
初
の
試
み
で
す
。
雑
誌
媒

体
で
の
取
り
組
み
と
商
品
力
で
、
今

で
は
根
強
い
フ
ァ
ン
層
を
獲
得
。
自

社
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
て
い
く
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
」（
忠
鉢
課
長
）

発
足
し
て
3
年
目
の
若
い
部
隊

で
す
が
、
消
費
者
か
ら
販
売
先
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
採
り
入
れ
な
が

ら
、魅
力
あ
る
商
品
を
提
供
し
、フ
ァ

ン
層
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

（上）「赤すぐ」2012 年 9 月号掲載ページ。
（右）「大きなリボンやレース使いが特徴
です」と話す、デザイナー鈴木 麻子さん。

11 ..... Talk to

Topics

親
子
で
楽
し
め
る

新
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
し
て

ベ
ビ
ー
服
ブ
ラ
ン
ド
の
可
能
性
を
探
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
部
門
の
女
児
ベ

ビ
ー
服
で
、
市
場
の
認
知
度
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
の
が
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
の

自
社
ブ
ラ
ン
ド「JILL M

A
R
IE

（
ジ

ル
・
メ
ア
リ
ー
）」
で
す
。

男
児
ベ
ビ
ー
服
に
比
べ
、
女
児
ベ

ビ
ー
服
の
商
品
力
が
弱
く
、
そ
の
強

化
を
め
ざ
し
て
、
２
０
０
８
年
に
発

足
。
購
買
層
は
ギ
ャ
ル
系
マ
マ
を
想

定
し
、「
親
子
が
同
じ
テ
イ
ス
ト
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
お
洒
落
な

ベ
ビ
ー
服
」
を
狙
い
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
ベ
ビ
ー
服
に
は
、ま
ず
〝
赤
ち
ゃ

ん
が
心
地
よ
く
感
じ
る
肌
触
り
〞〝
着

脱
の
し
や
す
さ
〞
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

JILL M
A
R
IE

で
は
、
そ
う
し
た
品

質
に
加
え
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
も
比
重

を
お
い
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
」

商
品
企
画
担
当
と
し
て
全
体
を
統

括
す
る
、
忠
鉢
充
夫
は
話
し
ま
す
。

価
格
帯
は
１
９
０
０
円
台
ま
で
が

ほ
と
ん
ど
で
、
量
販
店
の
売
れ
筋
価

第
3
営
業
部

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
Ⅰ
部

３
１
３
課
課
長

忠
鉢 

充
夫



今
回
の
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
は
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
香
水

や
芳
香
剤
な
ど
を
製
作
し
て
い

る
、
イ
タ
リ
ア
の
工
場
で
手
作
り

さ
れ
た
逸
品
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か

ら
車
で
4
時
間
半
程
の
場
所
に
位

置
す
る
工
場
に
、
当
社
社
長
・
滝

一
夫
自
ら
が
何
度
も
出
向
き
、
仕

上
げ
た
も
の
で
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
色
合
い
や
香
り

の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
た
後
、
手
直

し
を
重
ね
、
完
成
ま
で
に
は
数
か

月
を
要
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
の
製
造
工
程
で
は

芯
を
立
た
せ
た
の
ち
に
蝋
を
注
ぎ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
後
ま
で
綺

麗
に
炎
を
灯
し
続
け
る
に
は
、
中

心
に
ま
っ
す
ぐ
芯
を
立
た
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
熟
練
の
業
を
身
に
つ
け
る
に

は
、
何
年
も
の
時
間
と
労
力
が
必
須
。

伝
統
あ
る
手
作
り
の
技
を
継
承
し
て

仕
上
げ
ら
れ
た
特
別
な
キ
ャ
ン
ド
ル

と
、
も
の
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る
タ
キ

ヒ
ヨ
ー
の
企
業
姿
勢
に
は
、
ど
こ
か

相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
製
容
器
に
入
っ
た
シ
ン
プ

イ
タ
リ
ア
郊
外
に
あ
る
テ
レ
ン
ツ
ィ
社
工
場
。
長
時
間
均
一
に
燃
焼
す
る
よ
う
、
蝋
の
色
は
白
で
統
一
。

香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら

自
分
だ
け
の
特
別
な
時
間
を

ル
な
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
は

ど
ん
な
部
屋
に
も
馴
染
み
ま
す
。

麻
の
成
分
を
配
合
し
た
や
わ
ら
か

な
香
り
と
、
静
か
に
揺
ら
め
く
灯
火

が
、
秋
が
深
ま
る
こ
の
季
節
、
心
を

癒
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

13 ..... Talk to

ほ
の
か
な
光
と
香
り
で
、癒
し
の
ひ
と
と
き
を

今
回
お
届
け
す
る
株
主
優
待
品

は
、
タ
キ
ヒ
ヨ
ー
特
製
の
フ
レ
グ

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は

遺
跡
の
絵
に
キ
ャ
ン
ド
ル
（
燭
台
）

が
描
か
れ
、
す
で
に
紀
元
前
3
世
紀

頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
欧
州
で
は
ガ

ス
灯
が
登
場
す
る
19
世
紀
ま
で
、
室

内
の
照
明
用
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

不
規
則
に
ゆ
ら
ぐ
キ
ャ
ン
ド
ル
の

炎
は
、
眺
め
る
だ
け
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
欧
州
は
も
ち
ろ
ん
現
代
の

日
本
で
は
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
や
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
の
利
用
が
多
く
、
贈
答

用
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
（
ホ
ワ
イ
ト
・

2
個
セ
ッ
ト
）
で
す
。

キ
ャ
ン
ド
ル
と
人
と
の
出
合
い
は

古
く
、
そ
の
歴
史
は
紀
元
前
に
ま
で

歴
史
を
灯
す
キ
ャ
ン
ド
ル

｜
　
　
株
主
優
待
商
品
に
つ
い
て
　
　

｜
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中間連結貸借対照表

中間連結キャッシュ・フロー計算書

中間連結損益計算書

21,764
27,051
21,047
496
5,507
48,816

13,165
6,860
20,025

28,818
3,622
4,148
21,480
△433
△166
△26
△69
49

△120
137

28,790
48,816

 

23,388
27,561
21,348
529
5,684
50,949

14,659
7,357
22,016

28,516
3,622
4,148
21,186
△440
305
92
458
△120
△124
112

28,933
50,949

 

△1,623
△510
△300
△32
△177
△2,133

△1,493
△496
△1,990

302
ー
ー
294
7

△471
△118
△527
170
4
25

△143
△2,133

35,188
26,838
8,350
△5
8,355
6,967
1,387
135
102
1,421
38
146
1,312
564
747
747

1,926
△30

△1,643
2

254
2,395
2,650

31,717
25,041
6,676
△7
6,683
6,341
342
136
89
388
14
820
△417
△85
△332
△332

2,686
△1,016
△939
ー
730
1,751
2,481

3,471
1,797
1,674
2

1,672
626
1,045
△1
13

1,033
24

△674
1,729
649
1,079
1,079

△759
986
△704
2

△475
644
169

［単位：百万円］［単位：百万円］

［単位：百万円］

※百万円以下は切り捨てています。

※百万円以下は切り捨てています。

※百万円以下は切り捨てています。

第102期  中間連結決算のご報告

＊資産／流動資産は、前連結会計年度末比1,623百万円減少し、21,764百万円となりました。これは主
として現金及び預金が332百万円、繰延税金資産が143百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金
が1,283百万円、デリバティブ債権が770百万円減少したことによるものであります。固定資産は、前連結
会計年度末比510百万円減少し、27,051百万円となりました。これは主として、建物が純額で70百万円、
土地が254百万円、投資有価証券が152百万円減少したことによるものであります。
この結果、総資産は、前連結会計年度末比2,133百万円減少し、48,816百万円となりました。

＊純資産／純資産は、前連結会計年度末比143百万円減少し、28,790百万円となりました。これは主と
して、利益剰余金が294百万円増加しましたが、その他包括利益累計額が471百万円減少したことによる
ものであります。

＊負債／負債は、前連結会計年度末比1,990百万円減少し、20,025百万円となりました。これは主とし
て、支払手形及び買掛金が687百万円、借入金が1,362百万円減少したことによるものであります。

　科目

資産の部
流動資産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計
負債の部
流動負債
固定負債
負債合計
純資産の部
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
　その他有価証券評価差額金
　繰延ヘッジ損益
　土地再評価差額金
　為替換算調整勘定
新株予約権
純資産合計
負債純資産合計

前　期
2012年2月29日現在 増減金額

当中間期
2012年3月1日から
2012年8月31日

前中間期
2011年3月1日から
2011年8月31日

増減金額　科目

売上高
売上原価
売上総利益
返品調整引当金繰入額
差引売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前中間期純利益又は同純損失（△）
法人税等
少数株主損益調整前中間期純利益又は同純損失（△）
中間期純利益又は同純損失（△）

　科目

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の中間期末残高

前中間期
2011年3月1日から
2011年8月31日

増減金額

当中間期
2012年8月31日現在

当中間期
2012年3月1日から
2012年8月31日

売上高は2期連続で増収。売上総利益率が前年同期比2.6％増加の23.7％となり、営業利益、経常利益
及び純利益とも増益となりました。
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中間連結貸借対照表

中間連結キャッシュ・フロー計算書

中間連結損益計算書

21,764
27,051
21,047
496
5,507
48,816

13,165
6,860
20,025

28,818
3,622
4,148
21,480
△433
△166
△26
△69
49

△120
137

28,790
48,816

 

23,388
27,561
21,348
529
5,684
50,949

14,659
7,357
22,016

28,516
3,622
4,148
21,186
△440
305
92
458
△120
△124
112

28,933
50,949

 

△1,623
△510
△300
△32
△177
△2,133

△1,493
△496
△1,990

302
ー
ー
294
7

△471
△118
△527
170
4
25

△143
△2,133

35,188
26,838
8,350
△5
8,355
6,967
1,387
135
102
1,421
38
146
1,312
564
747
747

1,926
△30

△1,643
2

254
2,395
2,650

31,717
25,041
6,676
△7
6,683
6,341
342
136
89
388
14
820
△417
△85
△332
△332

2,686
△1,016
△939
ー
730
1,751
2,481

3,471
1,797
1,674
2

1,672
626
1,045
△1
13

1,033
24

△674
1,729
649
1,079
1,079

△759
986
△704
2

△475
644
169

［単位：百万円］［単位：百万円］

［単位：百万円］

※百万円以下は切り捨てています。

※百万円以下は切り捨てています。

※百万円以下は切り捨てています。
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＊資産／流動資産は、前連結会計年度末比1,623百万円減少し、21,764百万円となりました。これは主
として現金及び預金が332百万円、繰延税金資産が143百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金
が1,283百万円、デリバティブ債権が770百万円減少したことによるものであります。固定資産は、前連結
会計年度末比510百万円減少し、27,051百万円となりました。これは主として、建物が純額で70百万円、
土地が254百万円、投資有価証券が152百万円減少したことによるものであります。
この結果、総資産は、前連結会計年度末比2,133百万円減少し、48,816百万円となりました。

＊純資産／純資産は、前連結会計年度末比143百万円減少し、28,790百万円となりました。これは主と
して、利益剰余金が294百万円増加しましたが、その他包括利益累計額が471百万円減少したことによる
ものであります。

＊負債／負債は、前連結会計年度末比1,990百万円減少し、20,025百万円となりました。これは主とし
て、支払手形及び買掛金が687百万円、借入金が1,362百万円減少したことによるものであります。

　科目

資産の部
流動資産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計
負債の部
流動負債
固定負債
負債合計
純資産の部
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
　その他有価証券評価差額金
　繰延ヘッジ損益
　土地再評価差額金
　為替換算調整勘定
新株予約権
純資産合計
負債純資産合計

前　期
2012年2月29日現在 増減金額

当中間期
2012年3月1日から
2012年8月31日

前中間期
2011年3月1日から
2011年8月31日

増減金額　科目

売上高
売上原価
売上総利益
返品調整引当金繰入額
差引売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前中間期純利益又は同純損失（△）
法人税等
少数株主損益調整前中間期純利益又は同純損失（△）
中間期純利益又は同純損失（△）

　科目

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の中間期末残高

前中間期
2011年3月1日から
2011年8月31日

増減金額

当中間期
2012年8月31日現在

当中間期
2012年3月1日から
2012年8月31日

売上高は2期連続で増収。売上総利益率が前年同期比2.6％増加の23.7％となり、営業利益、経常利益
及び純利益とも増益となりました。
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